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　退職等年金給付（年金払い退職給付）における年金額は、「給付算定基礎額」および「基準利率等
に基づき定められる終身年金現価率および有期年金現価率（以下「年金現価率」といいます。）」によ
り算定されます。基準利率および年金現価率は、毎年10月に改定されます。平成29年10月から平成
30年9月までの期間に適用する基準利率および年金現価率は、次のとおりです。

年金払い退職給付の年金現価率
等が変更されました

　年金現価率は、給付算定基礎額を年金額に換算するための率です。基準利率の変動や寿命の伸
び等を勘案して設定されます。
　年金払い退職給付の年金額は、給付算定基礎額を年金現価率で除して算定するため、年金現価率が
昨年に比べて大きくなったことから、平成29年10月以降の年金額は、引き下げられることとなります。
　このことにより、退職年金（年金払い退職給付）の受給者で年金額が改定される方には、11月下
旬に「年金額改定通知書」をお送りしています（端数処理により年金額が変わらない方にはお送りし
ていません。）。 

年金払い退職給付の詳細は、当共済組合ホームページに掲載しています。
 トップページ ➡ 年金を受給している方　共済年金について知りたい方 ➡ 年金制度について 

➡ 年金のしくみ ➡ 年金払い退職給付のしくみ　をクリック

平成27年10月
以後の組合員期間が

ある方へ

　付与額（年金の原資となる給付算定基礎額の一部）に対する利子を算定するための率です。国債
の利回りを基礎として、年金払い退職給付に係る積立金の運用状況およびその見通し等を勘案して
設定されます。
　今回基準利率が0.00％になった理由は、10年国債応募者利回りの平成28年度平均値が
－0.037７％となったためです（基準利率は、総務省令により０を下回らないこととされています。）。
　このことにより、次の額に対する利子が付かないこととなります。
　●組合員期間（年金積立期間）中の付与額
　●受給待機期間（退職後から年金払い退職給付の支給開始年齢前まで）の給付算定基礎額残高
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0.32％

平成29年10月～平成30年９月
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※主な年齢の率を掲載しています。

65歳
23.006780

70歳
18.729375

75歳
14.661513

22.060662 18.078950 14.242272

平成29年10月～平成30年9月

平成28年10月～平成29年9月

終身退職年金に適用される率です。年齢（１歳ごと）により異なります。
年金額は、「給付算定基礎額の1/2（または1/4）÷終身年金現価率」で算定されます。終身年金現価率

有期退職年金に適用される率です。支給残月数ごとに異なります。
年金額は、「給付算定基礎額の1/2（または1/4）÷有期年金現価率」で算定されます。有期年金現価率

※主な支給残月数の率を掲載しています。
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